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図 -2　灰捨場護岸全景
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図 -12　沈設試験結果例　(3) 120s 後 図 -15　シート内不織布透水試験設備

灰捨場埋立護岸遮水シートの越冬時養生の検討

Study About Curing Overwinter of Liner Sheet at Contorolled Sea-Based 
Disposal Site

黒滝 秀平 1), 片山 裕之 2), 猪野 健吾 3), 林 俊夫 4), 鵜飼 亮行 2), 加藤 広一 5), 寺山 大輔 5)

Shuhei Kurotaki 1), Hiroyuki Katayama 2), Kengo Ino 3), Toshio Hayashi 4), Akiyuki Ukai 2), Koichi Kato 5) and Daisuke Terayama 5)

　灰捨場埋立護岸における遮水シートには、施工時最終
締切り前の外洋からの透過波や潮位伝播または内外水位
差による水圧が作用する。また海面上溶着作業や越冬時
養生が必要な場合には、強風による流れに対する安定性
も重要となる。本研究は、冬季風浪の影響が懸念される
能代港第 2 灰捨護岸において、遮水シートの越冬時養生
が必要となること、また表面遮水工全域への使用実績の
ない 5 層一体型遮水シートを用いることから、①処分場内
水域の水位と流れの現地観測による越冬時遮水シート養
生方法の検討、②5 層一体型遮水シートの沈設時の基本性
能確認、を行ったものである。
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図 -1　UAV を用いた測量手法概念図
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図 -6　写真・近赤外レーザ点群データ 図 -9　グリーンレーザ点群データ

UAV を用いた消波ブロックの測量手法に関する検討

Investigation on the Surveying Method of Wave Dissipating Blocks Using UAV

西 広人 1), 琴浦 毅 1), 堺 浩一 2), 今野 洋幸 3)

Hirohito Nishi 1), Tsuyoshi Kotoura 1), Kouichi Sakai 2) and Hiroyuki Konno 3)

　UAV 写真測量は陸上工事現場で広く普及し、省力化や
無人化、安全性の確保に一翼を担っている。この測量で
は国土地理院から公表されているマニュアルに従い計測
対象範囲を囲うよう外側標定点を配置することが求めら
れる。しかし、港湾構造物である消波ブロック被覆提の
消波ブロックを計測対象とした場合、安全管理上の観点
から消波ブロック上に標定点を設置することが困難であ
る。そこで、本研究では消波ブロック上に標定点を配置

しない UAV 写真測量の消波ブロック計測の精度検証をす
るとともに、消波ブロック計測における UAV 計測手法の
適用性について検討した。その結果、UAV 写真測量は消
波ブロック上に標定点を用いない場合の誤差は 10 ㎝以下
であることが確認され、UAV レーザ測量と併せて施工中
の出来形測量、災害時の被害計測などへの UAV 測量の適
用が期待できることが確認された。
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